
平成２２年度 9 月補正予算案 

 

１ 規 模 

     一 般 会 計       ４５億３，８０６万円 

     普 通 特 別 会 計        ６億５，５６５万円 

     企 業 会 計        １億５，３５５万円 

      総       額        ５３億４，７２６万円 

 

 

２ 補正予算案の概要 

 Ⅰ 一般会計補正予算案         ４５億３，８０６万円 

（１）緊急経済・雇用対策関連      ４０億１，３２６万円 

   ア 公共事業の追加            ３７億８，７６０万円 

      厳しさの続く地域経済を下支えする観点から、公共事業については、地域

活性化・公共投資臨時交付金基金等を活用して、２２年度下半期に向けた 

追加対策を講じる。 

これにより投資的経費については、前年度繰越予算、当初予算、６月補正 

予算と今回の９月補正予算を合計した額（98,788 百万円）が、前年度 

（98,675 百万円）を上回る規模を確保。                     

 

    （内訳） 

 ①道路の整備                  １４億円 

  身近な道路整備として道路舗装、歩道改良等（国道３２２号ほか１４１

路線）に要する経費を計上するもの。 

 

②公園の整備                   ５億３，８４０万円 

 フェンスや木製遊具の改修、健康遊具や広場の整備等（萩ヶ丘公園ほか

８３公園）に要する経費を計上するもの。 

 

     ③河川の整備                      ４億  １００万円 

 浸水被害を防ぐため、護岸の整備（母原川ほか２４河川）や神嶽川の 

浸水対策の検討等に要する経費を計上するもの。 

 

④環境モデル都市関連               １億１，０００万円 

       持続可能な低炭素社会の実現に向けて、環境ミュージアム敷地内への 

小型風力発電設備（１基）の設置や響灘ビオトープ等の整備に要する経費

を計上するもの。 

 



 

 

⑤保育所等の改修                 １億  ３９０万円 

       老朽化した公立保育所の改修や、児童館の全児童化に向けた改修等に 

要する経費を計上するもの。 

 

     ⑥小中学校施設の改修               ４億   ４７万円 

       老朽化した小中学校の校舎や体育館について、外壁改修等の施設整備に 

要する経費を計上するもの。 

    

 ⑦社会福祉施設の整備               ３億６，７１３万円 

       特別養護老人ホーム等の整備補助や障害福祉施設の設備機器の整備等に 

要する経費を計上するもの。 

 

     ⑧港湾施設の整備                 １億７，２００万円 

       埠頭保安施設の監視カメラ・フェンス等の整備や泊地浚渫等に要する 

経費を計上するもの。 

 

     ⑨農林水産施設の整備                 ７，９００万円 

 老朽化した農業用施設や林道の整備及び漁港施設の改修に要する経費を

計上するもの。 

 

⑩その他施設の整備                ２億１，５７０万円 

  （主なもの） 

    ・市民センターの改修       ７，５３０万円 

      老朽化対策や施設の機能向上を図るため、市民センターの改修に 

要する経費を計上するもの。 

 

・スポーツ施設の改修       ２，６４０万円 

  老朽化したスポーツ施設の改修に要する経費を計上するもの。 

 

・市営住宅の改修         ６，２００万円 

  火災による空き住戸を高齢者向け住宅に改良するための経費を 

計上するもの。 

 

         

 

 

 

 

 



 

 

イ 雇用の創出               ２億２，５６６万円 

     県の緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用して追加雇用対策を講じるもの。    

  ⇒ 全２５事業 雇用者数２７２人（うち新規雇用２３８人） 

 

    （内訳） 

     ①緊急雇用創出事業                            ３，５９２万円 

       市の委託事業などにより短期雇用を創出するもの。 

⇒ ４事業 雇用者数５６人（うち新規雇用４５人） 

 

②重点分野雇用創出事業              １億２，３１８万円 

       環境・エネルギー、観光、地域社会雇用等の重点分野における雇用を創

出するもの。 

        ⇒ １６事業 雇用者数１２６人（うち新規雇用１０４人） 

 

     ③地域人材育成事業                  ６，６５６万円 

       失業者を新たに雇用した上で、将来の就業に必要な知識・技術を OFF-JT 

（講義等）、OJT（職場実習等）により習得させるもの。 

        ⇒ ５事業 雇用者数９０人（うち新規雇用８９人） 

 

 

（２）環境モデル都市関連事業（一部再掲） １億８，６８４万円 

     持続可能な低炭素社会の実現に向けて、北九州スマートコミュニティ構想 

推進や響灘ビオト―プの整備等に要する経費を計上するもの。 

 

（主なもの）  

①北九州スマートコミュニティ創造事業                  ８，０００万円 

       北九州スマートコミュニティ構想推進のため協議会の運営等に要する 

経費を計上するもの。あわせて環境ミュージアム敷地内への小型風力発電

設備（１基）の設置等に要する経費を計上するもの。 

 

 

 ②響灘ビオトープ整備事業                         ５，８００万円 

       平成２４年春のオープンに向けて、場内施設の実施設計、高木の植栽 

（２５０本）、駐車場の整備等に要する経費を計上するもの。 

 

 

（３）災害復旧事業              ４億３，８３０万円 

     平成２２年７月１３日～１５日の大雨による河川、道路、公園、農林業施設

の被災箇所の復旧に要する経費を計上するもの。 



 

 

 （４）その他                   ２，８５０万円 

（主なもの） 

      都市高速物流等活性化調査事業                   １，９００万円 

       現在実施している北九州都市高速道路の物流活性化等の効果測定調査を、

平成２３年３月まで延長する経費を計上するもの。 

  

 

Ⅱ 普通特別会計補正予算案       ６億５，５６５万円 

 

（１）港湾整備特別会計               ７１２万円 

    特別会計所有の貸付地の瑕疵に伴う損害賠償に要する経費を計上するもの。 

 

 

（２）介護保険特別会計            ６億４，８５３万円 

平成２１年度決算に伴う国、県等への返還金等に要する経費を計上するもの。 

 

 

Ⅲ 企業会計補正予算案          １億５，３５５万円 

  

交通事業会計              １億５，３５５万円 

    乗合バス（５台）の更新に要する経費を計上するもの。 

     

 


